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1は じめに

本調査報告は、2012年11月11～14日 に筆者がオックスフォー ド・ケンブリッジ両大

学を調査訪問し、大学のア ドミッション(募 集 ・選抜)の 現段階 と直面する課題について、

関係者に行ったインタビューの成果をまとめたものである。

オ ックスフォー ド大学では、イギリス高等教育全体に影響を与えている参加拡大政策

(WideningParticipationPolicy)と 同大学の教育的貧困地域の学校 と連携 した取組みな

どについて、詳細な解説をいただいた。また同大のア ドミッションの成功事例 として挙げ

られた医学部の募集 ・入試 とその基盤 となる教育システムについて、医学部担当教授から

具体的なご教示を受けた。またケンブ リッジ大学では、カ レッジ所属の学部ア ドミッショ

ン担当教授、および参加拡大政策 を受けて教育的貧困地域で事業を展開する当局担当者 と

懇談 し、大学改革上の困難 さと克服への取 り組み、同政策を大学 としてどのように受け止

め、いかなる方針で事業を展開しているかなどについて、インフォーマルな情報 ・意見交

換を行った。 さらに教育学部では、現職教師への大学院教育の実際、および地域学校 との

連携 ・協力の取組みについてお聞きしている。これらに引き続き、国としては大学入試が

実質的には有 しないとはいえ、社会福祉先進国とされなが らも、イギリスから影響を受け

た として参加拡大事業に積極的に取 り組むスウェーデンのス トックホルム大学を訪問し、

学生支援事業等の4人 の関係スタッフから学生支援の実態 と取組みの実情についてお話を

伺った(同15～16日)。

本報告では、これ らのインタビューから得られた知見の概要をまとめっっ、主に先端的

取 り組みを行っているオックスフォー ド・ケンブ リッジ両大学を通 して、イギリスの大学

入試改革の方向性を読み取 り、その生涯教育学的示唆を得たい。

2訪 問先 とインタ ビュー 対象者

(1)オ ックスフォー ド大学

①ペ ムブ ロー ク ・カ レッジPembrokeCollege

ジ ェ レミー ・テイ ラー教授ProfessorJeremyTaylor
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医学部 主任 ・テユー ター教員FellowandTutorinMedicine

② 大 学 当 局UniversityOf伽e

マ イ ケ ル ・レ ド レ イ 博 士DLMichaelRedley;

上 級 副 財 務 官SeniorAssistantRegistrar,

学 生 募 集 ・選 抜 、 ア ウ ト リー チ 担 当StudentAdmission&OutreachPolicX

教 育 政 策 サ ポ ー ト部EducationPolicySupport

(2)ケ ン ブ リッジ大学

①教育学部FacultyofEducation

ジ ェイ ン ・ブル ーム フィール ド氏Ms.JaneBloomfield

教 育 学部渉外秘書官 ・大学院教育資格 コース上級管理者

ActingSecretaryoftheFacultyofEducationandPGCESeniorAdministrator

② ア ド ミ ッ シ ョ ン ・オ フ ィ スAdmissionOf脱e

ジ ョ ン ・ベ ア ド氏MLJonBeard

学 部 募 集 主 任DirectorofUndergraduateRecruitment

③ セ イ モ ア ・カ レ ッ ジSeymoreCollege

マ イ ク ・ス ウ ェ ル 教 授ProfessorMikeSewell

歴 史 学 ・国 際 関 係 部 門 学 術 主 任

AcademicDirectorfbrHistoryandInternationalRelation,

カ レ ッ ジ 問 連 携 ア ド ミ ッ シ ョ ン フ ォ ー ラ ム 座 長

ChairoftheintercollegiateAdmissionsForum,

学 部 ア ド ミ ッ シ ョ ン 委 員 会 メ ン バ ー

UndergraduateAdmissionsCommitteemember

(3)ス ト ッ ク ホ ル ム 大 学

国 際 オ フ ィ ス ・学 生 サ ー ビ ス 担 当 、 ア ド ミ ッ シ ョ ン ・オ フ ィ ス

InternationalOf且ce!StudentServices,AdmissionsOfEce

リザ ベ ー ト ・ア イ ダ ー マ ー ク 氏Ms.ElisabetIdermark

上 級 国 際 関 係 オ フ ィ サ ーSeniorInternationalRelationOf臼cer

ジ ェ ニ ー ・ブ ラ ン ド ヒ ル 氏Ms.JennyBrandhill,

ア ド ミ ッ シ ョ ン ・オ フ ィ サ ーAdmissionO茄cer

モ ニ カ ・ス ヴ ァル フ ォ ー ス 氏Ms.MonicaSvalfbrs

学 生 サ ー ビ ス 担 当StudentServices,

フ ァ ア ゼ ー ・カ ー ラ ジ 氏Ms.FaezehKhalaji

参 加 拡 大 事 業 プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ー ジ ャ ー ・コ ー デ ィ ネ イ タ ー

ProjectManagerandCoordinatorofWP
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3オ ックス ブ リッジでのイ ンタ ビュー調 査の主な知見

(1)入 学 試験 の方式

オ ックスフォー ドでは、GCSEの 点 数 と専攻(科 目)ご とに課 され る面接前試験 の成績

が 申請の要件 となる。ケ ンブ リッジではA索(AS)レ ベ ル(上 位5%)の 点 数 が要件 となる。

(政府の意 向を背 景に、ケ ンブ リッジの方 がA*レ ベル を重視 す る傾 向が強い。オ ックス フ

ォー ドは医学 ・理 工系分野のみ、 その傾 向があ る。)

応 募者 は、上記の点数 に加 え、個人声 明書 を貼 り付 けた入学願書 を10.月15日(オ ック

スブ リッジ と一部 の学部のみ。一般 の大学では1 .月15日)ま で に、オ ンライ ンでUCAS

(高等 教育入学 申請機 関)に 提 出す る。個人声 明書(personalstatement)に は 、4000文

字(characters)か47行 と され、詳 しい志望動機 、技 能や業績、趣味や 関心事 、仕事経 験、

将来計画 な どを盛 り込む。応募者 は願 書に希望す る専攻 とカ レッジ を記入す る。 大学はそ

れ を受 け厳正 に書類選 考 し、面接候補者 を決定(shortlist)す る。12月 に 専攻別 ・カ レッ

ジ ごとに、面接試 験を行い、そ の結果 か ら合 否が決定 され る。

(2)入 学試験の特色 と重点

オックスフォー ドではGCSEの 成績に加え、専攻別の筆記試験(pre-interviewtest)

を課す。これは基本的に全国試験、ない し専攻別の教員が作成 した理解カテス ト(aptitude

test)で ある。

面接試験は、自らの専攻領域について身につけた知識を活用 ・応用 して問題解決できる

力がどの程度あるかをみるものであり、入学後の学部教育の中で、最大限に力量を伸ばし

教育効果を上げられる素地があるかどうかが、様々な問いかけや質問、議論を通 して試問

される。オ ックスフォー ドでは、例えば医学部は10倍 程度の希望者か ら3倍 程度の人数

にまで書類選考で絞 り、二つのカレッジで24時 間以内に別の2人 の教員が2回 ずつ、計4

回の面接を行っている。文系学部の面接は1回 の場合が多い。ケンブ リッジでは面接対象

者 を絞 り込まず、志願者の約85%を1回 ずつ面接する。

(3)入 試の前提となる学部教育の特色

オックスフォー ドは38、 ケンブ リッジは30の カ レッジを有し、大学当局 とこれ らのカ

レッジが異なる役割を担いつつも連携 しながら、大学教育を行っている。オ ックスフォー

ドでは、募集 ・手続き ・期限 ・選考基準は、全カレッジの合意を得た共通のフレームワー

クのもとに、学内で統一されている。

大学 とカレッジの関係性は両大学で少 し異なるが、学部 ・学科とい う専攻をヨコ糸、カ

レッジをタテに例えるとわか りやすい。大学は、管理運営や入学、教育の基本方針にっい

て、カレッジの総意をもって決定できるような仕組みを提供 し、カレッジは実質的な教育

を担っている。学部教育においては、各学部 ・学科はカレッジを横断する形で講義を提供

し、専攻学生が一同に会 して学ぶ。各カレッジでは、所属教員が少人数指導を提供 してい

る。

講義 と少人数指導の関係は、医学 ・理工系では講義がより大きな役割を担い、少人数指

導はこれを補完するために行われている。他方、人文科 目や芸術系科 目では、講義 より少
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人数指導 の方 が、 よ り大 きな重要性 を有す る(オ ックスフォー ドJeremyTaylor談)。

オ ックスブ リッジの特色 ともい える少 人数 指導 は、 オ ックスフォー ドで はテ ユー トリア

ル と呼 ばれ て、指 導教員が2～4人 の学 生 を対象 に行 われ る。 ケ ンブ リッジではスーパー

ヴィジ ョン と呼ばれ る。スーパー ヴァイザーは大学院生 が務 め ることも多い との ことであ

る。

(4)最 近 の入試 の動 向につ いて

オ ックスフォー ド ・ケ ンブ リッジでは近年 、特定 の私 立高校(publicschoo1)出 身者 が

大多数 を占めた時代 とは大 き く異 な り、学生の6割 を公 立高校(stateschool)出 身 者 、4

割 を私立高校 出身者 が 占めてい る。公 立高校 出身者 の割合 は さらに増 えつつ ある(オ ック

ス フォー ドMichaelRedley談)。

特 に医学部 な どでは、同 じ専攻に同 じ学校 か ら1名 以上合格 させないな どの制 限を設 け

てい る。このよ うな動 向の背景 には、2009年 のAlanMilburnら に よる社会的流動性 の調

査報告書(UnleashingAspiration:TheFinalReportofthePanelonFairAccesstothe

Professions)に 基 づ く高等教育政策が ある。す なわ ち、今後のイ ギ リス社会 は、高度 専門

職 が動か してい く社 会にな るこ とが予測 され る中、 ほんの一握 りにす ぎない私 立学校(パ

ブ リックスクール)卒 業者 が現在 の高度専 門職 の9割 を占めてい るとい う事態へ の憂慮 か

ら、社会的流動性 の向上 を促進す るよ うな高等教育改革 が求め られ、推進 され てきた。 具

体的 には、OfficeforFairAccess(OFA)が 民 間団体 と して、高等教育機関へ の提案や助 言

を行 ってい る(MichaelRedley談)。

オックスフォー ド・ケンブリッジの双方 とも、学生募集においてWideningParticipation

とい う募集対象 ・教育機会拡大方針を採ってお り、そのために専門部署を設け、専任のス

タッフを配置 している。具体的には、教育的に恵まれない地域(両 大学への入学者が皆無

の地域やFSM対 象者の多い地域)へ のアウ トリーチ活動、同地域にある学校から優秀な

生徒をカ レッジに招き、授業体験をさせ るなどのオープンデイの開催、カ レッジごとに担

当地域を決め、地域の教師の大きな会合に行って募集方針を説明する教員派遣や個別の問

合せへの対応などを行っている(オ ックスフォー ドMichaelRedley、JeremyTaylor談)。

これ らの取 り組みは飽くまでも、学力の低い学生を採って 「レベルを落 とす」 とい うの

でなく、より広い階層から優秀な学生を選び出 して、障碍を取 り除き、確実に入学 させ る

ようにす るとい うことである。すなわち、募集(recruitment)の 対象を広げることによ

り、よ り有効な選抜(selection)を 行えるようにするものである(ケ ンブ リッジJonBeard、

MikeSewell談)。 なお、両大学 とも、障がいのある学生支援にはかな り本格的に取 り組ん

でいる。ケンブリッジには障がい学生 リソースセンターがある。なお、両大学の学費自体

は上昇 しているが、学費が優秀な学生の入学の障碍にならないように、各種の奨学金や学

費の減免の様々な可能性を保障 している)。

(5)学 年 歴 について

両大学 では、1学 年 を8週 間か らな る3つ の学期 に分 けてい る。例 えば、 ケンブ リッジ

大学 は学則上 、10月1日 ～12.月19日 をMichaelmasTerm、1月5日 ～3.月25日 をLent
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Term、4.月10日 ～6.月18日 をEasterTermと 呼 んでい る。

クレジ ッ トシステムにお ける授業 時間の換 算の方法 は、EUで 出 された生涯学習 の成果

を 単位 化 す る た め の 文 書 に お い て 出 され た もの と思 わ れ る。(ケ ンブ リ ッジJane

Bloomfieldの 見 解)

【イ ンタ ビュー記 録1】

対象者:DLMichaelRedley

日時:2012年11月12日 午 後3時20分 一4時35分

場 所:オ ックスフォー ド大学AdmissionHouse,Lounge

Q入 試について
・本学の入試のプロセスは、各専門教科で課されるペーパーテス ト方式の公的テス トを

受けてカレッジに応募する。面接 リス ト(shortlist)に 登録 され るとカ レッジでの面

接が認められる。
・30カ レッジはどれも歴史があ り、異なるテス トや面接スタイルを取 り入れている。

・面接前テス トは分野により、全国的な公的テス トか、学部教員が作成するものである。

・入試に関わるすべてのことについては、ウェブサイ トに公開されている。

Qア ドミッシ ョンにおける大学とカ レッジの役割の違いは?
・入試は30カ レッジが専攻科 目ごとに独 自の方針で行い、大学はその全体を掌握 し、

質保障をしていくとい う仕事を担っている。

・少ない定員数の学籍を競って面接をす ることが、本学の独 自性。

・大学のア ドミッションのための 「共通枠組」(CommonFlamework)が 全カ レッジに

よって5～7年 前に合意された。専攻教科別の枠組 と最低水準などが定められ、国内 ・

国際的に期待 される入学要件についてのStandardOf6erの 情報が公開されている。

・各カレッジや各専攻科 目の面接前テス トとして、基本的に理解力(ア プティテユー ド)

テス トを課 している。

・すべての情報を公開することが、一部ではなく、だれでもが平等にアクセスできると

い う条件の確保を意味 している。

Q全 学の入試システムの中で、医学部入試の位置づけと最近の顕著な動向は?
・医学部は、職業人養成とい う性格から入試のや り方についてはかな りしっかりとした

や り方をとってお り、オ ックスフォー ドの入試の特色が明確に表れている。オックス

フォー ド大学は、医学部の入試が培ってきた面接のや り方 とその意義を、大学全体に

うまく取 り込 もうとしている。医学部では長年、3年 間で医師の基礎を培わなければ

な らないために、学生を的確かどうか、人物を丁寧にみることを重視 している。同じ

カレッジで2回 ともまったく別の試験官によって(二 つのカレッジで4回)面 接す る

とい う方式をとっている点が、公正であ り、プ レッシャーを与えすぎない点が評価 さ

れている。 自然科学の分野でも、医学部にならって2回 の面接を行っている。

・3～4年 前に変化があった。グレー ドAの 右上にスター索をつけ、上位5%の 成績優
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秀者 にA去 を与 えるこ とに した。現在 、科学 と数学 と、経 済学な どの領域 では、この水

準 を求 めている。ケ ンブ リッジ大学 では、ほ とん どの専攻科 目で このA央 を取 る ことを

要件 として課す が、オ ックス フォー ドでは、社会科学領域 な どで は、ほ とん どA索 を課

さない。 いずれ にせ よ、 ほ とん どの学生はA衷 を もって入 って くるのだが。政府 はA索

を入学 の際に考慮 す るよ うに期待す るが、オ ックスフォー ドではそれがすべ て とは思

わ ない し、そ もそ も政府が強制すべ き もので はない。

・大学 は、最 も有能な学生 を取 るのを何 が邪魔 しているのか、 とい う観点 か ら、ア クセ

スの拡大 に取 り組 んでい る。 これ に関 して は、二つ の動 向が関わ ってい る。

第一 に、社会 的流動性 を向上 させ よ うとす る政府 のキャ ンペー ンが ある。以 前は労

働 党政権 下で活躍 し、現在 自由民主党政権下で働い ているAlanMilburnは 、2009年

に社会 的流動性 にっいての調査報告 書 を提 出 し、大学教 育が社会的流動性 の向上に大

きな役割 を果 たす ことを強調 した。 また1週 間前 に大 学教 育に関す る新 たな報告 書 を

出 した。

確 かに以 前、オ ックス フォー ド ・ケ ンブ リッジは、私 立学校の 出身者 が主流 を 占め

てい たが、最 近は、6割 が 国立学校 の出身者、4割 が私 立学校出身者で あ り、国立学

校の 出身者 の割 合は増加 して いる。 ア クセスの拡大 は この よ うな政府 の方針 を反 映 し

てい る。

第二 に、同時にそれは、大学 の取 り組 みで もある。 アクセス拡大の ため、多 くのス

タッフが働 いてい る。民間 出資者 が開催 す る教師 の大 きな集 会に行 き、 アクセ ス拡大

によって生 まれ る恩恵 につい て教 師た ちの前で話 し、優秀 な生徒た ちにオ ックス フォ

ー ド大学 を受 け させ るよ う説得 して欲 しい と言 っている
。

また 「オープ ンデイ」 を開催 し、全国か ら来 た生徒 たちに各々のカ レッジを訪 問 し

て見 て歩 く機 会を提供す る。最近 は、全国の各 々の県 に対 して30の カ レッジが担 当

を決 め、その県の学校は聞 きたい ことがあれ ば何 でも、担 当カ レッジを通 じて大学に

問合せ るこ ととし、カ レッジは担 当地区に ある学校 の生徒 たちがオ ックスフォー ドを

訪問 し、授業や 学校生活 を経験 でき るよ う計画す る。 障害者 、民族的少数者 、社 会的

弱者 、その他 の人た ちの入学 に向けた様 々な取 り組み があ る。

Of伽eforFairAccess(OEへ)http:〃wwwoffa.org.uk1と い う民間団体 があって、ア

ウ トリー チや アクセス増大、参加 拡大 、教育普及度 の低 い地域の生徒へ の働 きかけを、

大学 に対 して奨励 してい る。

注)TheOfficeforFairAccess(OFFA)isanindependent,non-departmentalpublicbodyOurrole

istopromoteandsafeguardfairaccess七 〇highereducationforlowerincomeandother

under-representedgroupsfollowingtheintroductionofhighertuitionfeesin2006-07.

Q面 接前のテス トは、全国的なテス ト以外はだれが作成 しているか?
・面接前テス トは、全国的なテス トの他、例えば、数学、物理、歴史、文学などの理解

カテス トは、学部の教員スタッフが作成 している。

・またケンブリッジ ・アセスメン トとい う大きな会社が、様々な形で、面接前テス トを

援助 している。テス トの運営、採点、受験などを受け持っているほか、学校で受験す

る代わりに、テス トセンターなどが肩代わ りしている。
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Qオ ックスフォー ドではどのような背景によって、いつから、入試への参加を拡大す

る方針を採 り始めたのか?ま た、なぜそれが可能なのか?

・オックスフォー ド大学には、最 もす ぐれた人々を見出すのだとい う強い信念がある。

アクセスを保障するとは、財政的な問題 を解決することであ り、障碍物をなくす こと

である。

・歴史研究に携わっていた立場からの個人的見解であるが、第一の背景は、19世 紀の大

学拡張運動で、労働者階級に大学教育を拓いていったとい う歴史的遺産があると考え

ている。私はDepartmentContinuingEducationの 副主任 をしてお り、関係者のだ

れも、そんな経緯は知 らないのだが。第二の背景は、第二次大戦後に、大学が一部の

中産階級のものになってはならない、と労働党政権下で議論が起 こった。第三は、10

年前 くらいからであ り、大学が民族的少数者など教育的

Qク レジットシステムは取 り入れていないのか?
・本学は、他大学のようにクレジットシステムは採っていない。8週 間で1学 期で3学

期制であるが、8週 間以上にすると、研究時間が取れなくなって しま うので、そのよ

うな形での負担増は必要ない とみなされている。

Q質 保障はどのようにしているのか
・ア ドミッションに関わっては、第三者機関がある。

4医 学部学生の募集 ・選抜一オ ックスフォー ド大学ペムブローク ・カ レッジの場合

(1)学 部教育における大学 とカレッジの関係

前述のように、大学は全体の運営方針 と掌握、カ レッジ間の調整な どを担当し、実際の

研究 ・教育は各カレッジの独 自性に任せ られている。学部では、専攻ごとに数名ずつ各カ

レッジに所属するので、カ レッジには常に多様な領域の学生が学んでいる。

基本的な教育システムは、講義は全学の医学部生が一同に会して受け、カ レッジでは、

テユーターから少人数指導(テ ユー トリアル)を 受ける、とい うものである。入学試験は

基本的に、学術的成績が優秀であるばかりでなく、このよ うな教育システムによって最 も

能力を伸ばし発揮できる学生を慎重に選び出す、とい う趣旨で行われる。

(2)ペ ム ブ ロー ク ・カ レッジPembrokeCollegeに お ける医学部入試 の実 際

1624年 に創 立 され 、前身 は法学生の宿舎BroadgateHallで あ った。学部生 は約400名 、

院生約100名 、アメ リカか らの訪 問学生100名 程 度 い る。女子 学生の入学が初 めて許 可 さ

れた1979年 ま で は、男子のみ のカ レッジであ ったが 、現在 は女性学 生の 占有率50%で あ

る。ハセル タイ ン卿 や米国の リチ ャー ド ・ルーガー上院議員 のほか、英国外務省 の議 会秘

書官複数、18・19世 紀 の著名 な科学者 、す ぐれた神学者 、弁護 士な どを輩 出 している とさ

れ る。http:11www.pmb.ox.ac.uk!About!index.php

ペ ム ブロー クの医学専攻で は、学部教育 につい てはブ ラセ ノーズ(Brasenose)・ カ レッ

ジ と連携 してお り、学生た ちは両 カ レッジのテ ユー ター集 団か らテ ユー トリアル教 育を受
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けてい る。出願 には、学 生は卓越 した学業成績 の記 録がな けれ ばな らない。化学 でAレ ベ

ル ない し同等 の資格 、それ以外 にAレ ベル2っ(そ の うち1っ は一度 に受験 した生物 、数

学、物理 で、A索AAグ レー ドを達成 していな くて はな らない)。 す べての応募者 は、BMAT

テ ス トを受 け、厳選 された少数 の応募者 がイ ンタビュー のために大学 に招かれ る。 面接 対

象者 は、選考 プロセスにおいて、二っ のカ レッジか ら査 定評価 され る。

ここで注 目す べきは、オ ックスフォー ドの学部 コー スの前 半5学 期 は、 臨床前教 育の 中

核 をなす もので医学学士号が取得 でき、後 半4学 期 は、医科 学名 誉学位 を取得 でき るとい

う点で ある。 臨床 前 コース には、解剖学 と胎 生学、生化学 、生理学、神経科学 、薬 学、病

理 学 と遺伝学 が含 まれ る。第1回 のBM試 験 は、2っ に分かれ る。1年 目の終 わ りの夏 と

2年 目のイー スターの時期で ある。 この時期 の学習 を通 して、カ レッジはコー スのす べて

の側 面 をカバ ーす る高度なテ ユー トリアル を提供す る。

また、最終名誉 学部生(FinalHonorsSchoolstudent)は,最 終年度 を通 し、神 経科学、

分子 医療、心筋 ・脈管 ・呼吸生物学、感染 と免疫 、健 康 と病気 の兆候 の5つ の選択肢 か ら

一っ を選 んで学ぶ ことにな ってい る
。 これ らの選択肢 を選ぶ ことで、 当該 フィール ドの詳

細な研 究機会 が提供 され、それ に関わって、セ ミナー での指導 とテ ユー トリアル が行 われ

る。 学生 はまた大 学医学部門の一つ に修 士論 文 を提 出す るこ とにな る。両カ レッジのテ ユ

ー ター ・チー ムが、専攻領 域の教育 について、学生 に幅広 いサポー トを提供 してい る。

以上 のよ うに、医学部に応募 した学 生は、3年 間で卒前教 育を完了す る。多 くが大学に

残 ることを希望す るが、学術的 によい成績 をお さめない と、オ ックス フォー ドにあ るジ ョ

ン ・ラ ドク リフ病 院の医学校 に行 けない。他 の学生 は普通 ロン ドンの研修病院 の一 つで研

修 を受 けるこ とになる。

大学 院入学 にお いて は、ペ ムブ ロークでは毎年2人 の大学 院進学 者 が速 成(thefast

track)コ ー スに進 むの を認 めている。1年 目はMrJonathanRees,DrRichardHarrington,

DrAndyPeniket,DrFredrikKarpeandDrJeremyTaylorで 構 成 され るテ ユー ター ・チ

ームの指導 を受 ける
。

*同 カ レッジは、授 業モ ジュール と臨床 指導の両方 を含 むテユー トリアル を提供 してい

る。2年 生か ら4年 生までの間、大学 院進 学医学テ ユー ターが、 これ らの学生 の臨床 指導

を丁寧 に指導す る。

【イ ンタ ビュー記 録2】

対象者:DLJeremyTaylor

日時:2012年11月12日 午 後2時 一3時5分

場所:オ ックスフォー ド大学PembrokeCollegeJeremyTaylorオ フ ィス

Q基 礎 医学の研 究者養成 か?臨 床 医師養成 か?

・イ ギ リスで は通常
、基礎的 な医科 学に2年 、臨床 に関わ る学習に3年 とい う5年 制 だ

が、オ ックスフォー ドは各 々に3年 かける6年 制 を採 ってい る。

・最初の1年 半は臨床前科学(pre-clinicalscience)コ ー スで あ り、2年 目の後半 と3年 目

でFinalHonoursDegreeinMedicalSciences(BA)の 取得 を 目指 して基礎科学 をみ

っち りと学 んで、比較 的簡 単な課題 に関す る論文 を書 き、後 の3年 は臨床 に取 り組 む。

一60一



京都 大学生涯教育 フィール ド研 究vol.1(通 巻 第12号)2013年

前半は基礎的な自然科学科 目(生 化学 ・生理学 ・免疫学 ・組織学な ど)を 学び、臨床

科学者になれる素地をっくる(こ れまで2人 の優秀な学生が科学研究者になるべ く、

ス トレー トに博士課程に進学 している)。

・後半の3年 間は、臨床医になって患者の治療に当たるための準備期間である。前半3

年 目の終わ りには、臨床研修の病院に入 るための競争的な試験がある。臨床では、3

年間の成績によって振 り分けられるため、オックスフォー ドの病院に残 るのは少数で、

ロン ドンや近郊など、他の地域の病院に行 くことが多い。

・他の大学 ともケンブ リッジとも異なるのは、法学や音楽専攻の学生 と一緒に学ぶこと

である。カレッジには医学部生は4人 だけなので、様々な分野の学生と交流がある。

・6年 目の最終段階ではかなり専門的な上級レベルの医科学を学び、高度の科学的知識

に基づ くリサーチプロジェク トにも取 り組む。4人 の教員が関わる、学術知 と臨床知

を結びつける特別なモジュールがある。その成果は専門誌に投稿 した り、学会で発表

した り、高いレベルを目指 している。

以上を通 して、研究的にも臨床的にも通用する力をつけているので、両者のギャッ

プや偏 りについては、特に問題は感 じていない。臨床医になってか らも、アカデミッ

クな関心のある者は、研究者になるために戻ってきて研究を深め、アカデ ミックなポ

ス トに就 くことができる。

君たちは21歳 までに一人前になれるのだ、といつも学生に言っている。

Q入 試の方法、特に面接について
・オ ックスフォー ド大学は、1学 年あた り150人 の医学生を採るが、28の カ レッジに分

散するので、各カレッジで実際に受け入れる学生の定員は、4,5人 程度 と少ない。学

生は、カレッジ内では他専攻の学生と学生生活を送っている。

・志願者は1500人 程度なので、約10倍 の倍率である。
・医学部志願者は、16歳 で受けたGSSE(全 国規模の入学テス ト)の優秀な成績に加え、

UKC(ス キル全般)、BMAT(民 間のCambridgeGroupが 作成)も 受ける。

・面接は1月 に行い、150人 の定員に対 して450人 にまで絞ってから、24時 間以内に2

っのカ レッジで2回 ずつ行っている。

・個人調書のステー トメン トをもとに、志願者が何に関心をもっているかを把握す る。
・志願者の関心事、医療保健(ヘ ルスサービス)の 動向、倫理上の問題、医療の抱える

諸課題などについて、知識があるかどうかにかかわらず、「あなたはどう考えるか」を

尋ねる。 自分が馴染みのない事がらについても、それについて問われた ときにどのよ

うな反応を示すか、に注意を払 う。

・各々の試験官は25人 の受験者に対 し、1位から25位 まで優先順位をつけて提出す る。

・それをコンピュータに入力 して合算 し、上位 の学生からコンピュータが各カレッジに

配置 していく。

Qテ ユー トリアル とい う教育方法について
・テユー トリアルそのものは、医学生の定員の多いケンブリッジ大学(ス ーパーバイジ

ングと呼ぶ。スーパーバイザーは博士課程の院生が担当す ることが多い)と は違 う。
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・小さい規模だからこそ可能になる方法であり、150人 の医学生の うち、 ドロップアウ

トする学生は1名 いるかいないかである。

・下級生 と上級生ではや り方も様子 も違 う。

-1・2年 生では各々、年間3科 目のテユー トリアルを受けることが求められている。

一同僚のテユーターと同時期に行 うので、ティームティーチングのようになる。

-1・2年 生では2～4人 の少人数でテユーターのオフィスに集まって行 う。

一学生が事前に書いてきたエッセイをその場で採点 し、理解が不十分なところを指

摘 ・修正 し、質問を受けながら、より深い理解へのサポー トをするとともに、論点

を議論する。

-2～4人 の親密な関わ りの中で行われ るので、おか しなことを言ったか らと笑われ る

心配もなく、緊張せずに安心 して話せ、良好な人間関係 もできる。有効な教育方法

であり、テユーター自身もそれを楽しんでいる。

一医学系のテユー トリアルは、人文系 とは違い、講義の補足として知識の定着をはか

り、理解を確かにするために用いられている。

-3年 生では、2人 程度で、上級 レベルのテユー トリアルが展開される。より長いエッ

セイを書 くことを期待 されるが、とても内容の濃い、すぐれたものが提出され るこ

とが多い。

Q多 様な学生のアクセスを可能にする意図と方法は?
・有能です ぐれた学生を選び出し、有効な方法で しっかりと教育 して世に送 り出す こと

が大学(カ レッジ)の 使命である。

・出身の偏 りを正し、広い層の学生にアクセスを提供できるよう情報開示を徹底 してい

る。

・多様性が学生を育てるとい う考え方が、学内で共有 されている。
・UNIQサ マースクール

2010年 から実施 しているアウ トリーチの取 り組みで、約1週 間実施 される。カレ

ッジに、教育的に恵まれない地域出身の優れた高校生がやってきて学部生 と一対一で
一緒に行動 し、授業や学生生活を経験する(シ ャ ドウイング)。

・シックススフォームカ レッジや継続教育カレッジとの連携

教育的に恵まれていない地域の学校のカレッジに、オックスフォー ドの雰囲気 と似

たような部屋を設けるな ど、文化的な違和感 を乗 り越える取 り組みをしている。

・地域別教師の会合(RegionalTeacherConference)

国内を5つ の地域(ロ ン ドン ・エジンバラ ・バー ミンガム ・カーディフ ・?)に 分

けて、各地域の教師を集めて、大学の方針や入試方法を説明する。

・夏にSchoolTeachersDayも ある。

(教師は熱心である。各学校1名 しか医学部に送れないので、ゼ ロのままか1名 に

するかがかかっている。)

Q卒 業生はすべて医師になるのか?
・中途でやめてプロの芸術家になり、その後また復学 して医師になった卒業生 もいる。
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・オ リンピックに出て活躍 した学生もいる。
・基本的には、医師になることだけがすべてではないと思い、色々な人生の可能性を認

めている。

Qシ ヤ ドーイングについて
・シャ ドーイングは、高校生などがカレッジにやってきて、学部生について、その生活

を実体験するものだが、なかなか難 しい課題もある。

・参加 したことのある志願者 とない志願者 との問に、不公平さが生まれるためである。

・学生の仕事経験 も、同様に重視す るような体制をつ くっている。
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5ス トックホルム大学でのインタビューの概要

イギリスとは異な り、スウェーデンでは、入学試験に該当するものが存在 しない。高等

学校の成績が全国的機関に送 られて一定期間保管され、必要な時に、希望大学 とのマッチ

ングに使われる(高 校の競争は熾烈 とのこと)。高校を卒業すると若者は通常、1,2年 程

度のギャップイヤーを過ごし、その間に働いた り海外に行った りしなが ら、 自分が何を勉

強・専攻 したいのかを考える。進学 しようと思った時にいくつかの希望大学を申請す ると、

全国的機関がマッチングを行い、その結果が大学と本人に通知 される。大学は一切、選抜

のプロセスには関わらない。

近年、新たなテス トが実施 されるようにな り、高等学校の成績に加 えて、その点数が申

請の際に参考 として併記されるようになった。高校の成績は更新できないが、このテス ト

は何度も受けられるので、努力の成果を評価の対象 とすることができる。

スウェーデンでは差別禁止法があり、大学教育にも大きく反映 している。ス トックホル

ム大学では、イギリスの影響もあり、WideningParticipationの 取 り組みを熱心に行って

いる。教育水準の低い地域で教育プログラムを展開 してお り、同大学の学生が有償ボラン

ティアで生徒たちの勉強をみるなど、学生の参画を得て、活発な活動を行っている。

学内では、視覚障がいの学生のためのノー トテイキングをはじめ、移民や留学生などへ

の言語的サポー トなど、必要に応 じて多様な支援が行われている。また社会人学生が多く、

授業などに子連れで通 う姿もみ られる(但 し、子育て支援は市民サーヴィスなので、女性

支援センターのよ うな施設は学内にない)。

6一 連のインタビュー調査を終えて一若干の考察

オックスフォー ド・ケンブ リッジ両大学、およびス トックホルム大学での今回のインタ

ビューのキーワー ドは、大学教育への接近可能性(accessibility)と 大学における多様性

(diversity)で あり、それ らを実現 ・実質化するのが、大学への参加拡大(Widening

Participation)方 針であった。オックスブ リッジでは、イギリス政府の方針に追随とい う

よりむ しろ、積極的に同方針を導入 しているように見 うけられた。

オックスブリッジ関係者のインタビューを通 して受け止めたメッセージは 「我々の大学

には、出身階層に関わ りなく、社会のあらゆる階層から同様に、最も優秀な学生が入学し

てくるべきである。 これらの優秀な学生たちに我々のす ぐれた学部教育を施 し、より優秀

な人材として社会に送 り出 してい くことこそが、世界的に最 もすぐれた我々の大学の社会

的使命であり、存在意義だ」 とい うものであった。そこには、歴史と伝統 と権威を誇 りつ

つも決 してそれに甘んじず、グローバル世界の知の トップランナーとしての自覚 と革新性

にあふれた大学のあ り方が示 されているように思われた。また国際的評価も高 く、北欧で

のゆるぎない名門大学として知 られるス トックホルム大学においても、学生選抜には関与

しないとはいえ、多様な学生が同一の場面にごく自然に共生 ・共学 し、 ともにゆった りと

知性 を育んでいく場 としての大学環境、そして一人一人へのきめ細やかな支援体制は、十

分に整備 されていた。

自覚 と革新性をもって、これ らの大学のアイデンティティを中軸で構成 し、実質的な活

動 を通 して実質化 しているのが、今回のインタビューで出会ったような有能で個性的なス

タッフの方々である点に注 目しておきたい。 この人々は、ユニークな経歴 と意欲、そして
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「この大学をより素晴らしい大学にす る」「志」のようなものをもって外部か らやってきた

人々である。今回インフォーマルに聴取 したが記録化 していない内容を踏まえれば、かれ

らの変革の取 り組みには、学内外の 「守 旧派」との衝突やメディアの批判、一般社会の反

発などとの闘いが含まれてお り、そこでの問題点や課題も少なくない。だが、そこに前向

きかつ果敢に挑戦す るスタッフと学生の多様性 こそが、大学と大学の知を活性化 し、理論

と実践を、そして理念と現実をつなぐ、本来的意味での社会的有用性をもつ存在 として、

歴史と伝統をもった大学を、新たな時代的文脈 に再定置することを可能にするのではない

だろうか。

ミルバーンが提起したような社会的流動性の促進が、社会的停滞を打破 し時代を拓 く大

学の使命であるとしたら、私たちは生涯学習時代に求められることは何か。おそらくそれ

は、一面的な受験学力に留まることなく、自己教育力の萌芽を備えた多様な学生たちと出

会 う方策を多チャンネルで生み出しつつ、大学教育とい う土壌でそれをゆたかに開花 させ、

生涯を通 して自ら/他 者とともに 「学ぶ力」と、その成果を社会に大きく還元できる 「実

践に活かせる力」を育ててい くことではないかと思われる。受験産業が隆盛をきわめ、高

度な受験技術が商品として広 く普及す る現状から出発 して、具体的な道筋を描 くのは容易

なことではないが、大学教員 として多くの示唆と刺激を得 られた調査旅行であった。
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